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FSO のテニュアトラック教員は，平





































































化する技術（H20 年度 JST シーズ発掘試験，図 1）や，
固液界面におけるナノスケールの電位分布を直接計測す
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3.　この制度の感想・意見
 テニュアトラック制度の運用には，いくつかの課題が
ある。第一にテニュア獲得後のポストの問題がある。採
用前に昇任後のポストを確保してから採用することが望
ましいが，そうすると，大学全体としての研究人材レベ
ルは低下する可能性が高い。なぜなら，教授ポストで准
教授を，准教授ポストで助教を採用するからである。第
二の問題として，学生の配属が挙げられる。実験系の研
究では学生の配属なしに実験を行うことは難しい。した
がって，研究に専念すべきポジションとは言え，その肝
心の研究を進めるためにも学生の配属が必要となる。こ
れらの課題がクリアされれば，若手研究者の競争意識の
向上や，キャリアパスとしてうまく機能すると思われる。
　私が採用された金沢大学のテニュアトラックポジショ
ンについては，当初は，上記の問題に対して有効な対策
が練られているとは言えず，実際着任後にいくつもの問
題が生じた。しかし，そのたびに制度をマネージメント
する立場にある方々が，教員からの意見を取り入れて，
柔軟に制度を改革してくださったおかげで，なんとか上
記の問題をクリアできたように思う。今後は，今回のケー
スを教訓にして，より良いテニュアトラック制度が金沢
大学において運用されることを期待している。
4.　これからの抱負
　金沢大学に着任して以降の 5 年間においては，それま
での自分の経験や知識に基づく強みを活かすために，「原
子・分子分解能」，「生体分子試料」という 2 つの制約
を自分に課しながら研究テーマを選択してきた。そのお
かげで，5 年という短期間で世界レベルの研究成果をい
くつもあげることができた。しかしその反面，現在の社
会情勢や学術動向を踏まえて，本当にどういった計測技
術の開発が望まれているのかというニーズや，今後自分
の研究人生の中でどういった研究開発を目指したいのか
という夢に対して，忠実に研究テーマを選択することは
できていなかった。テニュアポジションに着任して，落
ち着いて研究テーマを選択できる立場になったこの機会
に，これまでよりも広く深く長期的な視点で研究テーマ
を選択し，今後の研究人生をかけて大きな仕事を成し遂
げたい。
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